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「
復
讐
す
る
は
我
に
あ
り
」
は
、
主
人
公
・

榎
津
巌
の
犯
行
の
軌
跡
と
人
間
像
を
描
い
た
昭

和
五
十
年
下
期
の
直
木
賞
受
賞
作
の
映
画
化
で

あ
る
。原

作
の
発
表
後
、
そ
の
内
容
に
ほ
れ
込
ん
だ

監
督
た
ち
の
間
で
映
画
化
を
熱
望
す
る
声
が
高

く
、
だ
れ
が
映
画
に
す
る
の
か
:
:
:
。
さ
ん
ざ

ん
、
フ
ァ
ン
の
気
を
も
ま
せ
た
が
、
い
よ
い
よ

今
村
昌
平
監
督
の
手
で
実
現
し
た
。

「
に
あ
ん
ち
ゃ
ん
」
側
、
「
豚
と
軍
艦
」
刷
、

「
に
っ
ぽ
ん
昆
虫
記
」
側
、
「
赤
い
殺
意
」
附
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
リ
ア
リ
ズ
ム
を
追
求
し
た

劇
映
画
の
大
作
に
加
え
、
「
人
間
蒸
発
」
側
、
「
に

っ
ぽ
ん
戦
後
史
」
仰
な
ど
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
で
も
斬
新
な
手
法
で
人
間
の
心
を
極
力
裸
に

し
て
み
せ
た
今
村
昌
平
は
、
「
犯
罪
の
す
べ
て
を

画
く
こ
と
で
、
現
代
お
よ
び
現
代
人
を
捉
え
る
」

と
意
欲
的
に
こ
の
作
品
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

映
画
は
、
九
州
、
浜
松
、
東
京
で
五
人
を
殺

し
た
上
、
史
上
最
大
と
い
わ
れ
る
重
要
指
名
手

配
の
公
開
捜
査
を
か
い
く
ぐ
っ
て
、
時
に
は
大

学
教
授
、
時
に
は
弁
護
士
と
称
し
、
全
国
を
股

に
手
品
み
た
い
な
詐
欺
と
女
性
関
係
を
繰
り
返

し
、
驚
く
べ
き
犯
罪
の
才
能
を
み
せ
た
。
犯
罪

上
。
の
生
い
た
ち
か
ら
死
刑
執
行
ま
で
を
辿
る
。

そ
し
て
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
家
に
育
っ
た
こ
の
男

の
犯
罪
心
理
と
、
そ
の
肉
親
の
痛
手
に
焦
点
を

合
せ
、
親
子
・
夫
婦
関
係
を
浮
き
彫
り
に
し
よ

う
と
い
う
大
胆
な
試
み
で
あ
る
。
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河
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ラ
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桑
田
警
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補
園
田
裕
久

市
川
刑
事
浜
田
晃

口
石
刑
事
辻
高
長

出
池
茂
美
北
村
和
夫

日
新
紡
の
課
長
小
沢
昭
一

保
川
崎
司
阿
部
寿
美
子

浜
松
・
ド
ジ
な
警
官
梅
津
栄

副
島
力
(
質
店
主
)
河
原
崎
長
一
郎

裁
判
長
石
堂
淑
郎

「
浅
野
」
の
客
佐
木
隆
三

国
鉄
駅
助
役
・
安
田
金
内
喜
久
夫

河
島
共
平
加
藤
嘉

主
計
中
尉
小
野
進
也

も
の
が
た
り

日
豊
本
線
築
橋
駅
近
く
で
二
つ
の
惨
殺
死
体
が
発

見
さ
れ
た
。
大
根
畑
の
柴
田
種
次
郎
(
殿
山
)
、
採
石

場
の
馬
場
大
八
(
垂
水
)
。
専
売
公
社
の
タ
バ
コ
集
金

に
回
っ
て
い
た
二
人
か
ら
現
金
四
十
一
万
円
余
り
が

奪
わ
れ
て
い
た
。

容
疑
者
に
浮
ん
だ
の
は
、
か
つ
て
タ
バ
コ
配
給
に

従
事
し
た
運
転
手
榎
津
巌
(
緒
形
)
。
そ
の
ア
パ
ー
ト

は
空
っ
ぽ
だ
っ
た
が
、
榎
津
は
駅
裏
の
バ

l
「
麻
里
」

の
マ
マ
千
代
子
(
絵
沢
)
を
強
姦
、
ア
パ
ー
ト
に
連
れ

込
ん
で
関
係
を
強
要
し
続
け
る
な
ど
、
捜
査
員
の
聞

き
込
み
も
至
っ
て
悪
い
。

別
府
市
・
鉄
輪
で
旅
館
を
営
む
榎
津
の
実
家
を
訪

れ
る
と
、
老
父
鎮
雄
(
三
国
)
、
病
身
の
母
か
よ
(
蝶
々
)
、

妻
加
津
子
(
倍
賞
)
の
一
家
は
泣
き
な
が
ら
捜
査
に
協

力
を
誓
う
の
だ
っ
た
。

鎮
雄
に
よ
る
と
、
一
家
は
熱
心
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
。
戦
争
中
、
網
元
を
し
て
い
た
鎮
雄
が
軍
人
に
殴

ら
れ
、
無
理
矢
理
、
舟
を
軍
に
供
出
さ
せ
ら
れ
た
屈

辱
の
現
場
を
目
撃
し
て
か
ら
、
巌
は
神
と
父
へ
の
信

仰
を
失
っ
た
。
以
来
、
預
け
ら
れ
た
神
学
校
で
盗
み

を
働
い
て
少
年
刑
務
所
へ
送
ら
れ
、
そ
の
後
も
、
犯

罪
、
服
役
の
繰
り
返
し
で
、
そ
の
問
、
惚
れ
て
加
津

子
と
結
婚
し
た
。

榎
津
は
出
所
す
る
と
、
留
守
中
の
妻
と
父
の
仲
を

疑
う
。
た
っ
た
一
度
、
加
津
子
と
あ
や
ま
ち
の
あ
っ

た
駅
助
役
安
田
(
金
内
)
を
強
迫
す
る
。
あ
げ
く
、
父

に
手
斧
を
振
り
上
げ
る
な
ど
、
一
家
の
地
獄
は
果
し

な
く
続
い
た
。

榎
津
が
浜
松
へ
現
わ
れ
た
。
貸
席
「
あ
さ
の
」
に

腰
を
す
え
、
京
都
大
学
教
授
と
称
し
、
ス
テ
ッ
キ
ガ

ー
ル
(
根
岸
)
を
抱
き
、
静
岡
大
学
に
出
没
、
警
察
を

あ
ざ
笑
う
よ
う
な
行
為
を
重
ね
た
。

榎
津
の
行
動
範
囲
は
広
い
。
浜
松
か
ら
千
葉
に
飛

び
、
裁
判
所
、
弁
護
士
会
館
を
舞
台
に
、
弁
護
士
を

詐
称
し
て
、
老
婆
か
ら
息
子
の
保
釈
金
を
だ
ま
し
取

り
、
行
き
ず
り
に
知
り
あ
っ
た
河
島
老
弁
護
士
(
加
藤
)

を
、
池
袋
の
ア
パ
ー
ト
で
殺
し
金
品
を
奪
っ
た
。

こ
の
頃
に
な
る
と
警
察
史
上
、
最
大
と
い
わ
れ
る

捜
査
網
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
、
ニ
ュ
ー
ス

映
画
な
ど
に
榎
津
の
指
名
手
配
写
真
が
告
知
さ
れ
た

が
、
不
敵
な
榎
津
は
、
「
あ
さ
の
」
の
女
あ
る
じ
ハ
ル

(
小
川
)
を
池
袋
に
呼
び
だ
し
関
係
を
持
つ
な
ど
、
警

察
も
な
い
よ
う
な
振
る
舞
い
だ
。
浜
松
へ
舞
い
戻
っ

た
榎
津
を
殺
人
犯
で
あ
る
こ
と
を
ハ
ル
と
母
親
ひ
さ

乃
(
清
川
)
が
知
る
時
が
来
た
。

妾
を
し
な
が
ら
、
若
い
男
(
火
野
)
を
喰
え
込
み
、

榎
津
に
抱
か
れ
る
ハ
ル
。
そ
し
て
元
殺
人
犯
で
競
艇

狂
い
の
ひ
さ
乃
ー
ー
ー
。
ひ
さ
乃
は
競
艇
で
も
、
つ
け
た

金
を
与
え
て
榎
津
を
逃
が
そ
う
と
し
、
ハ
ル
は
「
あ

ん
た
の
子
を
生
み
た
い
に
/
」
と
榎
津
に
溺
れ
た
。

追
い
つ
め
ら
れ
た
者
の
奇
妙
な
心
理
だ
っ
た
が
、
そ

の
母
娘
を
榎
津
は
絞
め
殺
し
、
「
あ
さ
の
」
の
家
財
を

売
り
飛
ば
し
、
電
話
ま
で
入
質
し
て
逃
亡
資
金
を
貯

え
た
。そ

の
後
も
、
犯
罪
の
天
才
と
も
い
う
べ
き
こ
の
冷

血
大
胆
な
男
は
、
詐
欺
と
女
の
全
国
行
脚
七
十
八
日

の
末
、
九
州
で
あ
っ
け
な
く
捕
ま
り
絞
首
台
に
消
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

残
さ
れ
た
一
家
に
も
重
い
葛
藤
が
あ
っ
た
。

息
子
の
悪
業
を
病
ん
で
死
ぬ
母
か
よ
は
「
私
も
女

じ
ゃ
け
ん
、
お
父
さ
ん
を
加
津
子
に
渡
し
と
う
は
な
か
」

と
い
い
続
け
た
。
父
鎮
雄
は
、
か
つ
て
、
お
父
さ
ん

の
た
め
に
復
縁
す
る
と
い
っ
て
家
へ
戻
り
、
家
を
守

っ
て
き
た
嫁
が
心
底
か
わ
い
く
、
信
仰
と
の
は
ざ
ま

に
悩
み
ぬ
く
。
そ
ん
な
義
父
を
加
津
子
は
無
性
に
好

き
だ
っ
た
。

榎
津
の
処
刑
後
、
別
府
湾
を
望
む
丘
に
、
同
{
同
壷
か

ら
、
榎
津
の
骨
片
を
空
に
向
っ
て
投
げ
る
鎮
雄
と

加
津
子
の
姿
が
み
ら
れ
た
。
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